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研究成果の概要（和文）：　ICTの普及などを受けて、日本人の社会関係は大きく変化したと言われる。また社
会的格差の拡大などもあって、日本人の孤立化傾向が高まっているという主張もある。しかし、日本人の社会関
係の変化について、実証的に明らかとした知見は存在しない。
　本研究課題では、このような状況を鑑み、1993年に行われた「都市生活と家族に関する意識調査」を再実行
し、過去20年間に生じた社会関係の変化を検討した。明らかになったのは、隣人、親族、同僚などを近距離に持
つ人々が少なくなったこと、夫婦関係に関する意識が平等方向に変化したことなどが明らかになったが、全体と
して変化は小さく、人々は同程度のサポートを得ていることだった。

研究成果の概要（英文）：  It is widely believed that social relationships of Japanese people have 
changed during past several decades. Some journalistic and academic reports claim that Japanese 
people have become to be isolated. However we cannot empirically examine these claims because we 
have few empirical data to do so.
  In 2014, we re-conducted "Survey of attitudes toward urban life and family" which is originally 
conducted in 1993. Merging the two data, we examine changes in Japanese people's social 
relationships. The findings are as follows. 1)Japanese married people have the fewer intimate alters
 (neighbors, colleagues, and relatives) in their neighborhood. 2)Attitudes toward family issues 
slightly changed. 3)Changes are small and Japanese married people have the same amount of social 
support resources as the people of 20 years ago.
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１．研究開始当初の背景 
 ICT の普及や経済的変化などを背景に、日
本人の社会関係が変化したことが予測され
ていた。また、社会的にはジャーナリズムで
も、アカデミックにも、人々の社会的孤立が
危惧されていた。しかし、こうした事実を実
証的に明らかにする足るデータは、ほとんど
存在してなかった。 
 一方で、1980 年代の終わりから、都市社会
学者が、主として都市度という生態学的変数
が人々の社会関係に及ぼす効果に注目し、多
くの調査研究を行っていた。これらの成果と、
現代における調査研究の成果を結合すれば、
社会関係の変化について、実証的な検討を行
う可能性があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、こうした状況を鑑み、社会関係
に関する時系列データを作成し、社会関係の
変化を検討することだった。調査データを過
去に遡って作成することはできないため、デ
ータセットが公開されている調査を忠実に
再現して再実行し、データセットを結合して
社会関係の変化を検討することとした。特に、
社会関係の直接的なツールであるICTが普及
したことのインパクトを想定し、普及以前に
実施されたパーソナル・ネットワーク調査を
再現することを目的とした。 
 また、本研究においては、ネットワーク・
サイズの分析に分位点回帰分析を用いる、ネ
ーム・ジェネレーターで測定したダイアドの
分析にマルチレベル分析を用いるなど、過去
20 年間の技術的な進歩を取り入れた。これに
より、過去に行われた社会関係に関わる知見
を、統計学的により現代的かつ妥当な方法で
再検証することを目指した。 
 具体的な研究のターゲットは、利用可能な
データセットによって制約されていたが、現
代における社会的孤立に対する関心の高ま
りや研究分担者の専門性も考慮し、サポー
ト・ネットワークのサイズ、サポートの授受、
親密な友人関係の地理的範囲と接触頻度、親
密な友人関係における同類結合、そして家族
に関する意識とした。 
 
３．研究の方法 
 1993 年にニッセイ基礎研究所が 1993 年に
実施した「都市生活と家族に関する意識調
査」を再現した。調査対象者と方法は以下の
通りであるが、方法論的な変化が結果に影響
することがないよう、調査時期までも含めて、
可能な限り、オリジナルの調査と同一の方法
をとった。 
・地域 
 山形県山形市・埼玉県朝霞市  
・対象者 
 満 20 歳から 65 歳の既婚の男性とその妻 
・標本数 
 山形市 800 組 
 朝霞市 800 組 

・抽出方法 
 層化２段無作為抽出法   
・調査方法 
 調査員による個別訪問留置法  
・調査時期 
 2014 年６月 19 日 ～ 2014 年７月 13 日 
・有効回収数（率） 
 山形市 夫 390 (48.8%) 妻 406 (50.8%) 
 朝霞市 夫 354 (44.3%) 妻 376 (47.0%) 
・調査委託先 
 新情報センター 
 
 オリジナル調査のデータセットは、立教大
学データアーカイブ（RUDA）において公開さ
れており、許諾を得て二次分析した。 
 
４．研究成果 
 主たる研究成果は、以下の通りである。な
お、対象者が有配偶者に限定されるため、こ
こでの研究知見の適用範囲も、有配偶者に限
定される。 
 
・有配偶者の社会関係は量的には縮小したが、
その幅は小さい。 
・社会的孤立は男性でわずかに増加した。 
・減少が大きかったのは、男性の近隣での同
僚、親族関係と女性の隣人関係である。 
・増加したのは、女性の近隣での友人関係で
ある。 
・若年男性は、友人数が多いものと、いない
ものとの二極化が生じている。 
・ネットワーク・サイズの変化は、分布の右
側でより大きい。 
・親密な友人関係は、地理的に拡散し、かつ
援助的な関係から娯楽的な関係に変化した。
この変化は男性で顕著である。 
・親密な友人との関係が、同類結合となる傾
向が強くなった。 
・家意識は支持が減少した。 
・性別役割意識は、女性に対するものは支持
されなくなったが、男性に対するものは大き
な変化はない。 
・直系核親族、職場、友人というサポート源
からのサポート量が増加した。 
・隣人、親族からのサポートが減少した。 
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